
【開設時期及び概要】

◆平成２４年４月１日

⇒令和３年４月１日からさらに５年間の継続を決定（令和８年３月３１日まで）

◆福島県外から医師を招へいし、被災地である浜通り地域（相双、いわき）の医療機関へ

医師派遣を行うための寄附講座を設置

◆人件費（常勤医）：国の財政支援により設置した県基金を財源とした補助金を活用

◆研究費及び講座運営費：趣旨に賛同した寄附者からの寄附金を活用（寄附者１９者）

【医師派遣の実績】

◆設置当初（平成２４年４月）：常勤医5名、非常勤医３名

◆現在（令和５年５月）：常勤医７名、非常勤医１１名

◈常勤医の派遣先：相馬中央病院（相馬市）、

いわき市医療センター（いわき市）、南相馬市立総合病院（南相馬市）

◈非常勤医の派遣先：大町病院（南相馬市）、高野病院（広野町）

ほりメンタルクリニック（南相馬市） ほか

⇒これまで１４の医療機関に対し、常勤医１８名、非常勤医１２名を派遣

【研究成果の報告】

◆福島災害医療研究会の開催

平成２４年度開催の第１回から、令和４年度まで合計１１回開催

⇒所属教員のべ５５名による研究成果を発表

◆第１~１０回災害医療研究会記録集：https://www.fmu.ac.jp/cms/disamed/

福島県立医科大学

【災害医療支援講座】
これまでの活動成果

お問い合わせ先：企画財務課（地域医療支援センター）髙橋、佐藤 電話 024-547-1018

「寄附講座」について⇒https://www.fmu.ac.jp/univ/sangaku/kifu_koza.html）


